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議
長
の
活
動
報
告

　

立
春
と
は
名
ば
か
り
の
寒
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
3
月

12
日
に
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開

通
を
迎
え
ま
す
。
相
良
村
に
と
っ
て

も
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
の
波
及

効
果
が
あ
る
よ
う
に
願
い
た
い
も
の

で
す
。
議
会
活
動
と
し
て
は
、
昨
年

9
月
と
11
月
に
、
相
良
村
議
会
で
決

議
さ
れ
た
「
相
良
村
の
振
興
策
に
関

す
る
意
見
書
、
要
望
書
」
を
国
、
県

に
提
出
し
、
地
元
国
会
議
員
に
も
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
川
辺

川
ダ
ム
建
設
関
係
で
、
最
も
遅
れ
て

い
る
上
四
浦
地
区
の
振
興
策
が
主
で

す
。
川
辺
川
両
岸
の
連
絡
橋
（
藤
野

橋
）
の
建
設
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
周

辺
の
有
効
な
利
活
用
な
ど
の
要
望
で

す
。
と
こ
ろ
で
、昨
年
の
暮
れ
に
、「
相

良
村
議
会
の
正
常
化
に
関
す
る
要
望

書
」
が
村
民
の
署
名
で
議
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

今
年
1
月
6
日
の
「
議
会
だ
よ
り
臨

時
号
」
に
て
、
内
容
ご
と
に
説
明
し

回
答
い
た
し
ま
し
た
。
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
配
布
し
た
い
と
希
望
し
た
と

こ
ろ
、
村
長
さ
ん
か
ら
断
ら
れ
ま
し

た
。
議
会
活
動
の
一
環
で
あ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
の
配
布
を
、
区
長
さ
ん

に
相
談
も
な
く
拒
否
す
る
の
は
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
議
員
み
ず
か
ら
一
軒
、

一
軒
ま
わ
っ
て
、
村
民
の
皆
様
と
お

話
し
な
が
ら
、
3
日
間
で
配
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

相
良
村
議
会
議
長　

小　

善　

満　

子　

　

村
内
を
ま
わ
っ
て
み
て
、
内
容
を

理
解
さ
れ
ず
に
署
名
さ
れ
た
方
が
多

い
と
感
じ
ま
し
た
。
相
良
村
議
会
は
、

法
令
を
忠
実
に
守
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
14
年
5
月
29
日
「
横
浜
市
議

会
定
例
会
」
で
横
浜
市
長
中
田
宏
氏

が
「
こ
れ
か
ら
の
市
政
の
方
向
と
民

の
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
都
市
の

経
営
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
述
べ

て
お
ら
れ
る
中
に
、「
私
は
当
面
す

る
横
浜
の
試
練
を
今
一
度
克
服
し
国

の
試
練
を
も
克
服
し
て
い
く
原
動
力

と
な
り
、
日
本
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
必

要
な
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、
た
だ

一
つ
勇
気
で
す
。」

　

相
良
村
議
会
に
於
い
て
も
こ
の
言

葉
の「
勇
気
」が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

真
実
を
村
民
に
知
ら
せ
る
事
も
勇
気

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
勇
気
を
も
っ
て
、
真
剣
に
執
行

部
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

百
条
委
員
会
の
設
置
直
後
か
ら
、

委
員
会
お
よ
び
議
会
が
、
開
か
れ
る

度
に
、
何
回
も
、
議
長
宛
に
怪
文
書

が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。
政
治
的
な

嫌
が
ら
せ
を
行
う
「
卑
怯
な
方
」
が

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
怪
文
書
に

つ
い
て
は
、
全
て
、
人
吉
警
察
署
に

怪
文
書
の
写
し
を
添
付
の
上
、
被
害

届
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
相
手
が

政
治
家
で
あ
ろ
う
と
、実
名
で
、堂
々

と
、
ご
意
見
を
述
べ
て
頂
き
た
い
も

の
で
す
。

　

議
員
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
に
対
応

し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
「
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
の
も
勇

気
、
過
ち
に
気
づ
き
退
く
も
勇
気
。

新
し
い
も
の
を
つ
く
る
の
も
勇
気
、

古
い
も
の
を
や
め
る
の
も
勇
気
、
何

事
に
も
勇
気
が
要
る
の
で
す
」
と
元

横
浜
市
長
中
田
宏
氏
は
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
よ
う
に
。

熊本県後期高齢者医療広域
連合定例会もよう
臨時議長を務めた
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「働いていない議会」2月12日（土）朝日新聞報道と相良村議会の状況

〔議会選出の監査委員交代〕
　堀川議員の辞職に伴い後任の監査委
員に（12月の定例会）副議長　横山良
継議員に決まりました。

〔広報委員の交代〕
　友田政春議員が広報委員を辞任され
ました。後任に高岡重盛議員が選出さ
れました。

　相良村議会の場合
　●　�平成 19 年 1 月以降 4年間、それぞれ何本の議案（意見書や議決を除く）

が提案されたか、そのうち、無修正で何本か可決されたか。
　　１、首長提案　　２８１本の内　　無修正で可決２７０本
　　２、議員提案　　　２０本　　　　無修正で可決　１４本
　●　上記議案の、議会での審議によって何本か修正、可決されたか。
　　１、首長提案　　　　６本
　●　上記議案のうち、何本か否決されたか。
　　１、首長提案のうち　５本
　　２、議員提案のうち　６本
　　※　�個々の議員の議案への賛否は、議員の評価に不可欠な情報だが、公開

している議会は１６％しかなかった。に対して相良村議会は次のとお
り公開している。

　●　賛否が割れた議案に対する議員個人の賛否を公開していますか。
　　１、議員個人の賛否を公開している。
　　２、請願、陳情も含めて、すべての議案への賛否を公開している。
　●　公開方法。
　　１、インターネット（本会議のみ、動画を配信している。）
　　※　�定例会による一般質問は、毎回ほぼ全議員が質問、その関係で、一般

質問は 2日間とする事が慣例になった。

　全国の地方議会のうち、首長が提出した議案
をこの4年間で1本も修正や否決していない「丸
のみ」議会は５０％、議員提案の政策条例が一
つもない「無提案」議会９１％、議員個人の議
案への賛否を明らかにしない「非公開」議会が
８４％、朝日新聞の全国自治体議会アンケート
で、こんな議会のていたらくがはっきりした。
いずれにも当てはまる「３ない（丸のみ、無提案、
非公開）議会」は全体の３分の１に及ぶと掲載
されている。 広報委員会風景
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議員研修　ダム利水特別委員会研修報告について
ダム利水委員長　茂　吉　隆　典　　　

　相良村に於いても川辺川利水事業を推進して
いる中で、事業費、維持管理費等にさまざまな
問題をかかえている。その事を踏まえての研修
でした。
　大蘇ダムについては、ダム湖の浸透抑制のた
めの側面工事施工中でした。工事費についても
底無し金食いダムだと実感しました。今まで国

が進める公共事業は最初からストーリーが描かれていて、国民の意見を聞かない公共事業だっ
たのだと感じました。
　上場土地改良区事業による、農業用水は、地区内５ダムからの水と地区外松浦川より揚水し
ての畑地かんがい水補給ですが、揚水ポンプやコンピューターによる水管理、機器についても
10 年経過して交換の時期にきて、その経費についても 10 億円ほど必要との事で大変な負担を
伴うので大変だと感じた。
　復命については、高岡議員が報告されたのを掲載します。

　　　　議 員 研 修 復 命 書

　次の通り通告します。
○研修期日：Ｈ２３. １. １９～Ｈ２３. １. ２０
○研 修 地：熊本県阿蘇郡産山村大字山鹿
　　　　　　大蘇ダム
　　　　　　佐賀県国営上場土地改良事業所
　第 1日目　Ｈ２３. １. １９
　　　　　　大蘇ダムの視察を行う。
　　　�現在、浸透抑制対策工事中でダムの貯水

量は１/３の水量であった。
　　　�今後の浸透水については工事が終わらないとはっきりしないとのことで今後も大変な工

事になると考えられる。

　第 2日目　Ｈ２３. １. ２０
　　　　　　佐賀県国営上場土地改良事業所及び揚水機場訪問
　　　�現在の運営については国・県の補助金の中で行っているが、後継者不足と農業の衰退によ

る農家負担金の滞納、耕作放棄地の増加等が挙げられた。
　　　�今後の取り組みとして、営農指導についてが課題であるということを挙げられた。

　今回の研修において川辺川土地改良事業においても、現在農業の衰退を考えるとき、
営農指導の必要性を考え、事業の推進を図るかが今後の課題ではなかろうかと考えさ
せられた研修の 2 日間でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　岡　重　盛
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こんな事が決まりました
《平成２２年第１２回臨時会》
平成２２年１１月２４日議決
議案第４２号　平成２２年度相良村一般会計補正予算（第９号）………【原案可決】
議案第４３号　�相良村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の

制定について…………………………………………………【原案可決】

《平成２２年１３回定例会》
平成２２年１２月１４～１７日議決
同意第　７号　相良村監査委員の選任について……………………………【原案同意】
諮問第　１号　人権擁護委員候補者の推薦について……………………【候補者適任】
発議第２２号　�ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉参加に反対する意見書

について………………………………………………………【原案可決】
発議第２３号　日本の森と水資源を守ることを求める意見書について…【原案可決】
発議第４４号　平成２２年度相良村一般会計補正予算（第１０号）……【原案可決】
発議第４５号　平成２２年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第 2号）

………………………………………………【原案可決】
議案第４６号　平成２２年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第 1号）

………………………………………………【原案可決】
議案第４７号　平成２２年度相良村集落排水特別会計補正予算（第 1号）

………………………………………………【原案可決】
議案第４８号　�平成２２年度相良村森林総合研究所分収造林特別会計補正予算　　

（第 1号）………………………………………………………【原案可決】
議案第４９号　平成２２年度相良村介護保険特別会計補正予算（第 2号）

………………………………………………【原案可決】
議案第５０号　平成２２年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）

………………………………………………【原案可決】
議案第５１号　�相良村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について………………………………………………【原案可決】
議案第５２号　�相良村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について………………………………………………………【原案可決】
議案第５３号　�相良村畜産研修センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について……………………………………【原案可決】
議案第５４号　�相良村ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例の制定について

………………………………………………【原案可決】
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議案第５５号　�相良村消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて…………………………………………………………【原案可決】

議案第５６号　人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について…………【原案可決】
議案第５７号　人吉球磨広域行政組合規約の一部変更に伴う財産処分について

……………………………………………【原案可決】
請願第　３号　�「子ども・子育て新システムの基本制度案要綱」に基づく保育制度に

対し、現行保育制度の拡充を求める意見書………………【採　　択】

《平成２３年第１回臨時会》
平成２３年１月６日議決
議案第１号　工事請負契約の締結について…………………………………【原案可決】

《平成２３年第２回臨時会》
平成２３年２月３日議決
議案第２号　工事請負契約の変更について…………………………………【原案可決】
議案第３号　平成２２年度相良村一般会計補正予算（第 11 号）…………【原案可決】
議案第４号　相良村住民生活に光をそそぐ基金条例の制定について……【原案可決】

《平成２３年度　第２回臨時議会》
　平成２１年度相良村地域情報通信基盤整備工事請負契約の変更について
　　　　　　契約金額６億１７４０万円を
　　　　　　　　　６億３６９３万２９１５円に変更を可決

　　　変更したのは次の通りです。
　　　　①　地上デジタル放送の難視聴地域永江地区２０世帯
　　　　②　電柱の移転により光ケーブル約１７００ｍのルート変更
　　　　　　８５本予定を１７９本に数量変更
　　　　③　竹林が支障となる区間伐採

着々と進む観音橋（通称廻橋）の掛替工事。早期完成が望まれる !!
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　1 月６日開催臨時議会 会議録より

工事請負契約の締結（可決）について
　村長　趣旨説明。
　平成 22年度村道廻谷線道路改良工事橋梁下
部工でございます。入札に8社を指名し、競争
入札の結果、9504 万 6 千円で落札決定いたし
ました。契約の相手は、多良木町　味岡建設株
式会社でございます。
　議員質問　入札参加者の数と、最低制限に失
格した数は。
　建設課長　指名業者は全部で８名でした。入
札につきましては、1回目で落札しております。
最低制限価格を下回った業者は４名でありま
す。
　議員質問　最低制限価格率と算定式を教え
ていただきたい。
　建設課長　相良村につきましては計算式は今
のところもってはおりません。最低制限価格に
つきましては、相良村長が決めるということで
す。
　議員質問　変動のときは他の自治体では算定
式を公表していますが、公表しましたか。
　建設課長　算定式の基準は設けていません。
公表していません。設計価格を入れた開札調書
を村長のほうに渡しておりますので、いつの段
階で決められて記入されたというのは、私のほ
うで分からない。
　議員質問　予定価格調書の入っている封筒
はどのような管理をしましたか。
　建設課長　村長のほうで管理されていると思
います。入札当日に村長が調書を持ってこられ
るということです。
　議員質問　最低制限価格率がバラバラのよう
ですが、85％の固定型を採用されたのか、変動
型を採用されたのか。
　村長　変動型を採用しているところです。
　議員質問　変動型なら計算式の設定と、その
情報公開が必要とされていますが。
　村長　業者の色んな経営戦略が出来ませんの
で、変動型でいっきに85までいかないような範

囲内で、調整を取っているところです。公開の
準備は出来ておりません。国の言うことばっか
り聞いているような自治体ではいけません。
　議員質問　予定価格と最低制限価格は、職
員立会いか単独か。
　村長　予定価格とかですね、最低制限価格率
というものを職員が知る必要性もございません。
村長だけが知っておれば良いことです。
　議員質問　地場産業育成と言いながら、球磨
郡内の地元業者４社失格です。
　村長　相良村の業者さんにとっていただけれ
ば、良いことではありますけれど、相良村民も
やはり仕事で村外の企業にも勤めているわけで
す。大きい視点で物事を考えていただければ。
　議員質問　計算式もなく、情報公開もなけれ
ば、村長が密室で単独で決めるというようなや
り方ですよね。村道廻谷線道路改良工事につい
て、違ったことを言っておられます。正確に伝
えておきます。この橋は、前々高岡村長から計
画があり、前矢上村長が国からの内定を受けて
いたものを、徳田村長が村長に就任され、地元
の方々に相談もなしに先送りすると取り下げら
れました。取り下げられたことに、心配されて
ショックを受けられた住民の方が、復活してい
ただけるように、地元の方々の復活の署名が一
番の結果。県のほうにも署名を、議長、副議長
と共に持って行き、住民の方の気持ちを伝えて
きた経緯もあり、人をごまかすような報告をさ
れないように、正しい情報を伝えてください。
　議員質問　鮎に対して、水質汚濁がないよう
十分注意していただきたい。
　村長　河川に影響がないようにしたいと思っ
ております。
　議員質問　最低価格を錦みたいに発表したほ
うが。
　村長　最低制限価格は今のところ公表は考え
ておりません。



◆ 一般質問 ◆

さがら　2011.2.28　第7号 �

一
般
質
問

横
山　

良
継 

議
員　

村
政
は
受
け
身
で
は
発
展
し
な
い
。

村
民
の
声
を
受
け
止
め
村
政
を
執
り
お
こ
な
う
。

Ｑ
Ａ

　

横
山
議
員
＝
村
税
の
収
納
率
が

県
下
最
下
位
で
あ
る
が
。

　

村
長
＝
新
聞
報
道
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
事
は
村
民
の
方
か
ら
の

反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
報
道

は
前
向
き
の
考
え
、
私
は
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
従
前
か

ら
の
問
題
で
村
税
の
占
め
る
割
合

は
８
％
位
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
村

税
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
又

９
月
か
ら
県
職
員
の
派
遣
を
お
願

い
し
て
納
税
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
税
務
課
長
へ
今
後

の
対
策
を
、
本
村
が
87
・
３
％
は

ひ
ど
い
。

　

税
務
課
長
＝
広
報
紙
に
よ
り
税

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。
収
納
窓

口
の
延
長
、
税
務
相
談
業
務
に
努

め
ま
す
。

　

村
長
＝
私
が
村
長
に
な
っ
て
税

の
収
納
率
の
低
さ
に
驚
い
て
お

り
、
県
の
加
勢
も
私
が
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

横
山
議
員
＝
収
納
率
が
県
下
最

下
位
と
は
恥
ず
か
し
い
。
他
市
町

村
と
同
じ
生
活
環
境
で
あ
り
な
が

ら
。

　

横
山
議
員
＝
村
道
平
原
十
島
線

に
つ
い
て
。

　

村
長
＝
め
ぐ
り
観
音
橋
架
線
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
後

と
な
り
そ
う
で
す
。
設
計
も
済
ん

で
チ
サ
ン
ゴ
ル
フ
場
と
も
協
議
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
舟
場
の
村
道
改
修

は
。

　

建
設
課
長
＝
入
札
が
19
日
で
現

説
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
柳
瀬

西
溝
に
は
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

横
山
議
員
＝
天
神
周
辺
整
備
。

　

教
育
長
＝
池
の
水
漏
れ
、
立
木

の
伐
採
、
屋
根
補
修
、
現
地
を
確

認
し
ま
し
た
。
国
の
指
定
文
化
財

で
す
の
で
届
出
を
早
く
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

横
山
議
員
＝
平
成
21
年
度
交
付

金
受
け
入
れ
処
理
に
つ
い
て
。

　

総
務
課
長
＝
臨
時
交
付
金
に
手

違
い
が
あ
り
迷
惑
を
か
け
お
詫
び

致
し
ま
す
。
交
付
金
は
99
％
発

注
済
み
で
す
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
が
な
い
よ
う
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

横
山
議
員
＝
事
務
処
理
に
つ
い

て
全
般
に
雑
で
す
。
も
う
少
し
慎

重
に
。

　

横
山
議
員
＝
村
土
地
改
良
区
に

つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

村
長
＝
土
地
改
良
区
に
基
本
的

な
姿
勢
、
考
え
方
に
つ
い
て
は

土
地
改
良
区
の
経
営
は
自
助
努
力

で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ

80
％
を
限
度
で
補
助
金
を
出
す
考

え
方
で
す
。

　

横
山
議
員
＝
柳
瀬
西
溝
の
方
々

が
水
利
権
の
放
棄
は
し
な
い
と
考

え
て
お
ら
れ
る
が
。
柳
瀬
土
地
改

良
区
溝
へ
排
水
が
入
り
込
ん
で
い

る
指
摘
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
役

員
さ
ん
方
は
段
々
硬
直
化
さ
れ
意

地
の
突
っ
張
り
合
い
と
な
り
、
今

後
40
年
か
か
っ
て
も
解
消
し
な
い

と
言
う
こ
と
で
す
ね
。
や
は
り
行

政
の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
て
ほ

し
い
。

　

議
長
＝
先
ほ
ど
の
排
水
の
件
は

ど
う
判
断
さ
れ
ま
す
か
。

　

横
山
議
員
＝
私
が
柳
瀬
西
溝
に

排
水
が
入
り
込
ん
で
い
る
事
実
を

知
ら
せ
て
お
け
ば
い
い
ん
で
す
。

聞
か
な
く
て
良
い
で
す
。
以
上
で

私
の
質
問
を
終
り
ま
す
。

慣
行
水
利
権
と
は
＝
河
川
法
上
の

水
利
権
に
は
旧
河
川
法
施
行
前

（
明
治
29
年
前
）
か
ら
主
と
し
て

か
ん
が
い
用
水
と
し
て
慣
行
的
に

流
水
を
占
用
し
て
い
た
水
利
権
で

あ
る
。



さがら　2011.2.28　第7号

◆ 一般質問 ◆

�

中
村　

重
道 

議
員　

中
学
校
運
動
場
整
備
に
つ
い
て

グ
ラ
ン
ド
整
備
の
方
は

24
年
度
に
予
定

Ｑ
Ａ

　

中
村
議
員
＝
要
望
に
対
す
る
執

行
部
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

要
望
に
対
し
て
、
執
行
部
の
努

力
し
ま
す
、
検
討
し
ま
す
の
発
言

だ
け
で
、
そ
の
後
何
ら
回
答
も
無

く
、
結
果
と
し
て
出
て
こ
な
い
、

そ
し
て
下
調
べ
も
無
い
と
い
う
こ

と
で
、
3
月
定
例
議
会
の
質
問
で

中
学
校
運
動
場
整
備
に
つ
い
て
先

生
の
話
を
承
っ
て
お
り
ま
す
と
い

う
こ
と
で
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
何
の
反
応
も
無
い
た

め
再
調
査
を
い
た
し
ま
し
て
、
野

球
コ
ー
チ
、
体
育
主
任
の
話
を
聞

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
土
が
何
セ
ン

チ
か
流
れ
て
低
く
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
改
修
し
て
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
教
育
課
長
、
教
育
長
に
進
捗

状
況
を
お
尋
ね
し
た
い
。

　

教
育
課
長
＝
3
月
の
定
例
議
会

の
質
問
で
教
育
長
が
現
場
を
見
ま

し
て
、
場
所
に
お
い
て
は
小
石
が

出
て
い
る
と
状
況
を
説
明
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
検
討
し
て
ほ
し
い
と

要
望
で
ご
ざ
い
ま
し
た
学
校
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
体
育
館
の
雨

漏
れ
、
屋
根
の
崩
落
な
ど
が
発
生

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
緊
急

性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
て
、
グ
ラ

ン
ド
整
備
の
方
は
24
年
度
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
相
良
中
野
球
部
は

秋
季
大
会
で
優
勝
を
し
て
お
り
、

整
備
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
よ
り
今

以
上
に
成
果
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
子
供
た
ち
の
成
長
は
待
っ

た
な
し
で
す
の
で
、
早
め
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

中
村
議
員
＝
要
望
書
に
対
し

て
、
新
し
い
取
り
組
み
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
村

長
に
お
尋
ね
し
た
い
。

　

村
長
＝
住
民
座
談
会
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
、
あ
る
地
区
の
方

か
ら
要
望
書
を
出
し
て
お
ら
れ
る

の
に
、
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い
、

銭
が
な
か
で
出
来
ん
な
ら
出
来
ん

と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
れ
と
一
定

の
答
え
を
出
し
て
く
れ
と
数
箇
所

の
行
政
区
長
か
ら
要
望
が
上
が
り

ま
し
た
。
私
が
就
任
以
来
３
ヶ
月

に
１
回
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
ま

し
て
、
私
と
総
務
課
長
、
課
長
と

原
則
は
大
体
３
人
で
要
望
書
を
検

討
し
、
答
え
を
出
し
て
い
ま
す
。

議
員
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
参
考
に
い
た
し
ま
す
が
、
新
し

い
取
り
組
み
を
す
る
予
定
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　

中
村
議
員
＝
３
ヶ
月
に
１
回
と

い
う
こ
と
で
、
私
か
ら
の
お
願
い

で
す
が
、
今
後
は
課
長
全
員
で
検

討
会
議
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
補
正
予
算
を
組

み
『
ア
ン
ダ
ン
テ
』
の
上
映
を
さ

れ
た
こ
と
は
良
い
事
で
あ
り
ま
す

が
、
情
報
元
は
ど
こ
か
お
尋
ね
し

た
い
。

　

教
育
課
長
＝
『
ア
ン
ダ
ン
テ
』

の
上
映
は
、
当
初
の
話
は
村
長
か

ら
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
村
議
員
＝
『
ア
ン
ダ
ン
テ
』

の
映
画
上
映
で
す
が
、
私
の
孫
に

聞
い
た
と
こ
ろ
良
い
映
画
だ
っ
た

と
好
評
の
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

Ｐ
Ｔ
A
と
の
計
画
実
行
の
詰
め
の

話
し
合
い
を
な
さ
れ
た
か
お
聞
き

し
た
い
。

　

教
育
長
＝
Ｐ
Ｔ
A
と
の
詰
め
の

問
題
で
す
が
、
教
育
委
員
会
と
Ｐ

Ｔ
A
と
の
詳
細
の
詰
め
の
協
議
等

に
つ
い
て
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
後
援
の
ほ
う
に
だ
け
は
お
願

い
し
、
子
供
を
通
じ
ま
し
て
チ
ラ

シ
等
の
配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

中
村
議
員
＝
Ｐ
Ｔ
A
と
実
行
の

詰
め
の
話
し
合
い
は
無
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
教
育
長
か
ら
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
会
長
、
女
性
部

会
、
広
報
部
会
と
詰
め
の
話
し
合

い
を
し
、
保
護
者
に
周
知
徹
底
す

る
方
法
と
い
い
ま
す
か
、
今
後
の

改
革
の
課
題
と
し
て
検
討
な
さ
れ

た
ら
ど
う
で
す
か
。
答
弁
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

教
育
長
＝
ご
指
摘
の
と
お
り
、

連
絡
調
整
等
が
出
来
て
居
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
に
つ
き

ま
し
て
は
映
画
の
上
映
だ
け
で
は

な
く
、
色
々
な
問
題
な
ど
教
育
委

員
会
と
Ｐ
Ｔ
A
、
保
護
者
、
学
校

と
の
連
携
を
強
め
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



◆ 一般質問 ◆

さがら　2011.2.28　第7号 10

茂
吉　

隆
典 

議
員　

水
利
権
問
題
。

利
水
事
業
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

Ｑ
Ａ

　

茂
吉
議
員
＝
水
利
権
問
題
、
六

市
町
村
会
へ
柳
瀬
地
区
か
ら
の
申

し
入
れ
、如
何
解
釈
し
て
い
る
か
。

　

村
長
＝
利
水
事
業
ご
理
解
頂
き

た
い
。
不
参
加
で
も
水
利
権
は
認

め
て
頂
き
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
そ
の
た
め
の
方
向

策
は
。

　

村
長
＝
日
本
農
業
振
興
に
水
は

必
要
で
す
。
賛
成
反
対
関
係
無
く

六
市
町
村
長
と
情
報
交
換
の
場

を
。

　

茂
吉
議
員
＝
集
ま
っ
て
も
ら
え

る
、
何
ら
か
の
方
策
は
。

　

村
長
＝
土
地
改
良
区
か
ら
名
簿

を
頂
き
、
組
合
員
へ
通
知
、
広
報

誌
、
回
覧
板
、
防
災
無
線
等
で
広

報
活
動
、
村
外
も
含
め
て
、
広
報

活
動
は
や
っ
て
行
き
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
私
は
、（
相
良
村

土
地
改
良
区
）、
理
事
会
で
は
必

要
な
い
と
否
決
、
村
長
は
ど
ん
な

報
告
を
受
け
た
か
。

　

村
長
＝
内
部
の
事
で
最
終
的
に

名
簿
提
出
で
協
力
。

　

茂
吉
議
員
＝
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
、
鳥
獣
有
害
の
駆
除
対
策
、
猿

害
対
策
、
各
担
当
か
ら
報
告
を
。

　

産
振
課
長
＝
22
年
度
10
月
末
現

在
、
鹿
の
捕
獲
頭
数
２
３
１
頭
、

猪
13
頭
。

　

茂
吉
議
員
＝
捕
獲
助
成
金
、県
、

村
、
幾
ら
か
、
県
の
補
助
対
象
頭

数
は
。

　

産
振
課
長
＝
県
報
償
金
、
鹿
一

頭
８
千
円
。
相
良
村
森
林
組
合
、

一
頭
千
円
、
猿
一
頭
３
万
円
。
県

か
ら
補
助
対
象
頭
数
平
成
21
年

度
、
鹿
３
８
３
頭
、
猿
16
頭
、
22

年
度
鹿
４
３
８
頭
、
猿
40
頭
に
贈

頭
。

　

茂
吉
議
員
＝
檻
を
多
く
作
り
駆

除
隊
に
管
理
委
託
で
き
な
い
か
。

相
良
全
体
で
の
被
害
額
は
、
今
後

の
対
策
は
。

　

産
振
課
長
＝
23
年
度
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
交
付
金
事
業
の
調
査
が

1
月
下
旬
の
予
想
、
相
良
村
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
開
催
、

要
望
事
項
を
協
議
し
て
、
想
定
さ

れ
る
要
望
事
項
、
ネ
ッ
ト
、
フ
ェ

ン
ス
、
電
気
木
柵
等
の
侵
入
防
止

柵
等
の
設
置
箱
罠
等
の
捕
獲
機

材
の
導
入
等
の
要
望
が
あ
っ
た
場

合
、
国
に
も
要
望
し
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
箱
罠
等
購
入
は
村

長
の
答
弁
必
要
で
す
が
、
鉄
砲
が

撃
て
な
い
地
区
、
特
に
牛
の
放
牧

近
く
は
犬
も
放
せ
な
い
。
檻
で
対

処
し
て
頂
き
た
い
。

　

村
長
＝
予
算
計
上
し
て
、
銃
を

使
え
な
い
と
こ
ろ
に
罠
を
設
置
、

あ
る
程
度
の
数
が
い
る
。
数
な
ど

御
相
談
し
て
対
策
を
。

　

茂
吉
議
員
＝
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

つ
い
て

　

産
振
課
長
＝
被
害
対
策
協
議
会

で
検
討
し
て
優
先
順
位
を
決
め
て

頂
き
、順
位
に
従
い
防
護
を
実
施
。

　

茂
吉
議
員
＝
鳥
越
墓
地
の
参
道

に
つ
い
て
新
設
の
計
画
は
。

　

総
務
課
長
＝
急
勾
配
で
参
拝
、

掃
除
な
ど
に
不
便
で
墓
地
の
申
し

込
み
も
無
く
、
現
状
打
開
の
た
め

何
ら
か
の
策
が
必
要
、
車
で
行
け

る
進
入
路
が
必
要
と
の
判
断
、
検

討
中
。

　

茂
吉
議
員
＝
奥
の
ほ
う
か
ら
売

却
を
。
今
の
参
道
に
階
段
か
手
す

り
を
付
け
る
。

　

総
務
課
長
＝
参
道
の
危
険
防

止
、
お
年
寄
り
も
上
れ
る
様
、
手

す
り
が
必
要
。

　

茂
吉
議
員
＝
道
路
問
題
、
役
場

か
ら
夫
婦
橋
を
渡
っ
た
所
、
雨
水

が
溜
ま
る
が
。

　

建
設
課
長
＝
20
年
近
く
な
り
、

車
の
轍
も
目
立
ち
基
盤
の
沈
下
等

も
お
き
て
貯
め
枡
の
機
能
が
発
揮

し
て
い
な
い
現
状
で
舗
装
道
路
の

改
修
で
す
、村
長
と
協
議
し
た
い
。

　

茂
吉
議
員
＝
三
石
沖
原
線
で
車

が
入
れ
な
く
し
て
か
ら
、
今
後
の

対
策
は
、
不
法
投
棄
は
。

　

建
設
課
長
＝
花
壇
等
の
整
備
今

後
検
討
し
た
い
。

　

保
健
福
祉
課
長
＝
不
法
投
棄
の

看
板
等
購
入
各
地
区
に
た
て
て
い

る
。不
法
投
棄
若
干
少
な
い
よ
う
。
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黒
木　

正
照 

議
員　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
６
ヶ
月
の
短
期

保
険
証
を
1
年
の
通
常
被
保
険
証
に
で
き
な
い
か
。

担
当
課
と
協
議
の
上
答
え
を
出
し
て
い
く
。

Ｑ
Ａ

　

黒
木
議
員
＝
地
域
情
報
通
信
整

備
事
業
に
つ
い
て
現
在
の
工
事
の

進
捗
状
況
は
何
％
で
あ
る
か
、
ま

た
供
用
開
始
の
時
期
は
。

　

総
務
課
長
＝
現
在
、
工
事
全
体

の
進
捗
率
は
32
％
程
度
で
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
は
、

国
道
、
主
要
村
道
、
県
道
の
幹
線

の
敷
設
は
現
在
80
％
完
了
し
2
月

末
に
は
終
わ
ら
せ
た
い
、
役
場
の

セ
ン
タ
ー
設
備
は
80
％
の
進
捗
状

況
で
、
工
事
に
つ
い
て
は
、
３
月

で
終
了
し
供
用
開
始
は
４
月
を
目

標
と
し
て
い
る
。

　

黒
木
議
員
＝
住
民
票
が
無
く
て

も
申
し
込
み
は
可
能
か
、
ま
た
費

用
は
ど
の
位
必
要
な
の
か
。

　

総
務
課
長
＝
実
費
負
担
を
お
願

い
し
て
設
置
出
来
る
よ
う
に
し
た

い
、
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
程
度

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
全
員
協
議
会
で
二

人
の
議
員
か
ら
、
下
請
け
に
出
す

の
で
あ
れ
ば
地
元
を
使
っ
て
経
済

効
果
を
図
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
下
請

け
報
告
書
に
地
元
の
業
者
は
載
っ

て
い
る
の
か
。

　

総
務
課
長
＝
額
も
額
で
か
な
り

大
き
い
の
で
な
る
だ
け
地
元
業
者

を
下
請
け
と
し
て
採
用
し
て
も
ら

う
よ
う
に
、
お
願
い
は
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
無
保
険
世
帯
に
つ

い
て
、
２
０
０
８
年
度
の
国
民
健

康
保
険
料
の
納
付
率
が
88
％
と
保

険
制
度
始
ま
っ
て
以
来
最
低
の
記

録
と
の
こ
と
で
す
が
、
資
格
証
明

書
、
短
期
保
険
証
の
発
行
で
き
る

世
帯
に
届
い
て
い
な
い
世
帯
が
あ

る
の
か
。

　

保
健
福
祉
課
長
＝
資
格
証
明
書

発
行
世
帯
で
５
世
帯
、
短
期
保
険

証
発
行
世
帯
で
15
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

黒
木
議
員
＝
20
世
帯
の
方
が
本

当
の
無
保
険
世
帯
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
資
格
証
明
書
、
短
期
保
険

証
の
仕
組
み
や
、
あ
り
方
に
つ
い

て
村
民
の
方
に
、
役
場
に
相
談
に

来
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
周
知
徹
底

を
図
る
努
力
を
す
べ
き
で
は
。

　

保
健
福
祉
課
長
＝
現
在
、
広
報

誌
、
回
覧
、
防
災
無
線
等
で
周
知

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
の
村

民
の
方
の
納
税
及
び
納
付
の
機
会

が
図
ら
れ
る
よ
う
関
係
課
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
周
知
徹
底
に
務
め

て
い
き
た
い
。

　

黒
木
議
員
＝
無
保
険
世
帯
で
も

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
に
は
６
ヶ

月
の
短
期
保
険
証
の
発
行
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
本
村
で
も
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、ま
た
、

配
布
の
仕
方
は
。

　

保
健
福
祉
課
長
＝
法
律
に
基
づ

き
本
村
で
も
６
ヶ
月
の
短
期
保
険

証
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
配
布
に
つ
き
ま
し
て
は

窓
口
受
け
取
り
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

黒
木
議
員
＝
窓
口
で
の
、相
談
、

申
請
は
滞
納
者
の
方
に
と
っ
て
勇

気
が
い
る
こ
と
で
、
子
供
さ
ん
た

ち
に
は
責
任
は
無
い
わ
け
で
、
私

は
少
な
く
と
も
高
校
生
以
下
に
つ

い
て
は
相
談
に
こ
ら
れ
な
く
て
も

保
険
証
を
郵
送
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
。

　

保
健
福
祉
課
長
＝
相
良
村
国
民

健
康
保
険
税
滞
納
対
策
事
業
実
施

要
綱
第
９
条
第
３
項
の
規
定
が
有

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
保
険
証
の
郵

送
は
考
え
て
い
な
い
。

　

黒
木
議
員
＝
考
え
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
短
期
保
険
証
を

と
り
に
こ
ら
れ
な
い
場
合
、
郵

送
を
実
際
や
っ
て
い
る
自
治
体
も

有
り
ま
す
の
で
要
望
し
て
お
き
ま

す
。
最
後
に
村
長
に
聞
い
て
い
た

だ
き
た
い
。
高
校
生
以
下
の
子
ど

も
さ
ん
に
は
、
原
則
６
ヶ
月
の
短

期
保
険
証
を
配
布
し
て
い
る
。
そ

れ
を
通
常
の
１
年
間
の
被
保
険
証

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

村
長
＝
村
民
の
健
康
に
資
す
る

制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
校
生
以

下
の
短
期
保
険
証
に
つ
い
て
、
半

年
が
1
年
に
出
来
る
か
ど
う
か
、

私
も
把
握
し
て
い
な
い
。
勉
強
不

足
の
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
担
当
課
と
協
議
し
た
上
で
答

え
を
出
し
て
行
き
た
い
。

　

他
に
農
地
水
環
境
保
全
向
上
対

策
交
付
金
と
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
い
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
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友
田　

政
春 

議
員　

伝
統
芸
能
の
保
存
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

復
活
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
地
元
の
方
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

Ｑ
Ａ

　

友
田
議
員
＝
私
は
、
伝
統
芸
能

等
が
昔
か
ら
保
存
さ
れ
、
各
地
区

で
保
存
継
承
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
例
え
ば
少
子

高
齢
化
、若
い
人
の
流
失
や
減
少
、

更
に
は
労
働
時
間
等
、
厳
し
い
世

の
中
で
の
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

本
村
で
は
、大
谷
の
太
鼓
踊
り
、

初
神
の
棒
踊
り
、
上
川
下
の
獅
子

踊
り
、
永
江
の
太
鼓
踊
り
、
新
村

の
建
築
踊
り
等
は
、
昔
か
ら
郷
土

芸
能
が
奉
納
さ
れ
後
世
に
残
す
伝

統
で
す
ね
。
こ
れ
を
一
時
的
に
休

止
し
ま
す
と
、
更
に
立
ち
上
げ
る

こ
と
は
困
難
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
の
様
な
保
存
体
制
が
と
ら
れ
て

い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

教
育
長
＝
村
内
各
地
に
郷
土
・

伝
統
芸
能
等
が
あ
り
ま
す
。
地
域

祭
り
で
の
奉
納
披
露
を
し
て
頂

く
、
村
文
化
祭
等
で
の
出
演
披
露

し
て
頂
く
な
ど
考
え
て
お
り
、
後

継
者
問
題
が
少
し
ず
つ
良
く
な

り
、
復
活
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
地
元
に
お
願
い
し
た
い
。
又
、

保
存
可
能
で
あ
れ
ば
、
記
録
・
撮

影
し
歌
の
歌
詞
、
シ
ナ
リ
オ
等
を

保
存
し
て
後
世
に
残
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

友
田
議
員
＝
私
が
今
回
特
に
感

じ
て
、
11
月
20
日
川
辺
厳
島
神

社
大
祭
の
折
に
、
毎
年
地
元
の
獅

子
踊
り
が
奉
納
出
演
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
地
元
の
事
情
に

よ
っ
て
出
演
出
来
な
か
っ
た
。
誠

に
残
念
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
参
拝
者
の
減
少
に
よ
る
村
の

活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
し
、
一

時
的
に
休
止
し
ま
す
と
更
に
掘
り

起
こ
す
こ
と
は
大
変
で
あ
り
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
今
後
代
表
者
等

と
、
事
情
、
計
画
等
を
聞
い
て
、

次
に
つ
な
が
る
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
、
又
、
相
良
村
文
化
財
整

備
事
業
に
該
当
す
る
文
化
財
で
あ

り
、
経
費
等
に
つ
い
て
も
、
十
分

考
慮
し
な
が
ら
出
演
を
依
頼
し
村

全
体
が
担
っ
て
い
く
も
の
で
は
な

い
か
。

　

村
長
＝
村
作
り
し
て
い
く
上

で
、
村
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
る

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
等
が
り
ま

す
。
文
化
事
業
に
お
い
て
も
、
今

ま
で
何
百
年
も
先
人
た
ち
、
先
輩

た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
の
を
、

私
た
ち
の
時
代
で
途
絶
え
さ
せ
て

し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
復
活
と

い
う
の
は
不
可
能
に
近
い
状
態
で

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
あ

る
の
は
、
更
に
デ
ー
タ
に
し
て
残

す
等
保
存
活
動
し
、
文
化
祭
・
色

ん
な
場
面
で
踊
っ
て
頂
く
、
舞
っ

て
頂
く
機
会
等
を
し
精
一
杯
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
、
今
は
我
々

が
後
世
の
人
た
ち
へ
の
責
任
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

友
田
議
員
＝
私
は
特
に
新
村
地

区
の
建
築
踊
り
は
女
性
の
方
が
主

で
あ
り
、
大
変
だ
ろ
う
と
思
う

が
、
何
と
か
後
世
に
残
す
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
頂
き
た
い
。
今
後

は
、
各
地
区
の
伝
統
芸
能
を
守
る

た
め
に
も
、
器
具
、
用
具
、
衣
装

等
破
損
し
た
り
古
く
な
っ
た
場
合

は
補
助
金
等
で
取
り
扱
っ
て
頂
き

た
い
。
私
も
文
化
事
業
と
し
て
後

世
に
残
す
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
く
努
力
を
し
た
い
。



さがら　2011.2.28　第7号

◆ 一般質問 ◆

1�

吉
松　

美
代 

議
員　

自
分
を
土
地
改
良
区
の
理
事
長
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

補
助
金
を
考
え
て
も
い
い
と
言
っ
た
噂
は
事
実
で
す
か
。

土
地
改
良
区
理
事
長
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
事
は
一
度
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
関
心
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
Ａ

　

吉
松
議
員
＝
台
湾
の
カ
ッ
パ
と

国
際
結
婚
に
つ
い
て
。

　

村
長
＝
こ
れ
は
別
に
村
の
事
業

と
し
て
計
画
が
あ
る
わ
け
で
も
な

ん
で
も
な
い
。
愛
好
家
で
進
ん

で
い
る
と
い
う
だ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
今
後
も
カ
ッ

パ
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

吉
松
議
員
＝
遊
び
心
の
前
に
住

民
の
生
活
が
第
一
と
い
う
事
を
忘

れ
な
い
で
下
さ
い
。

　

吉
松
議
員
＝
土
地
改
良
区
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
気
に
な
っ

た
噂
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
村
長
が

土
地
改
良
区
の
会
員
の
方
々
に
、

自
分
を
理
事
長
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
補
助
金
を
考
え
て
も
い
い

よ
う
な
話
を
何
人
か
に
な
さ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
、
噂
で
す
け
れ
ど

も
こ
れ
は
事
実
で
す
か
。

　

村
長
＝
相
良
村
土
地
改
良
区
の

理
事
長
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と

は
、
未
だ
か
つ
て
一
度
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。関
心
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

吉
松
議
員
＝
村
長
に
、
頼
み
に

行
っ
た
時
に
、
そ
の
く
ら
い
の
お

金
は
土
地
改
良
区
に
な
い
の
で
す

か
ね
ぇ
と
、
土
地
改
良
区
を
軽
く

あ
し
ら
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
ん

で
す
よ
。
農
家
の
方
は
農
業
振
興

の
た
め
に
さ
れ
る
の
に
、
そ
ん
な

簡
単
な
言
葉
じ
ゃ
な
い
よ
ね
と
私

自
身
心
が
苦
し
か
っ
た
で
す
。

　

応
訴
費
用
に
つ
い
て
聞
き
ま

す
。
議
会
で
は
３
回
否
決
さ
れ
て

り
る
が
、
今
後
も
予
算
計
上
さ
れ

る
の
か
。
12
月
20
日
ご
ろ
、
役
場

に
お
い
て
総
務
課
長
、
職
員
３
名

の
方
、
高
田
前
副
村
長
、
議
会
か

ら
小
善
議
長
と
私
、
前
の
村
長
さ

ん
と
協
議
を
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
よ
ね
。
総
務
課
長
は
そ
の
と

き
の
協
議
は
、
高
田
前
副
村
長
よ

り
未
払
い
の
給
与
が
存
在
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
未
払
い
に
な
っ
た

経
過
を
前
副
村
長
よ
り
確
認
し
ま

し
た
ね
。
総
務
課
長
は
よ
く
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

前
村
長
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
請
求
し

ま
す
の
で
と
い
う
こ
と
で
、
話
し

合
い
が
終
っ
た
の
を
、
私
は
覚
え

て
お
り
ま
す
。
内
容
証
明
は
時
効

が
止
ま
ら
な
い
の
で
、
前
村
長
さ

ん
本
人
が
総
務
課
長
を
訪
ね
て
、

裁
判
所
か
ら
訴
状
が
き
ま
す
。
時

効
を
止
め
る
た
め
の
形
式
的
な
も

の
で
す
。
大
げ
さ
に
争
う
気
は
な

い
の
で
す
か
ら
と
、
伝
え
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
裁
判
所
か
ら
事
前

に
、
前
村
長
さ
ん
の
請
求
を
認
め

る
か
ど
う
か
、
徳
田
村
長
に
確
認

の
文
書
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
徳
田

村
長
は
裁
判
所
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、
応
訴
は
し
ま
す
と
の
答

弁
は
し
ま
し
た
。
徳
田
村
長
が
前

村
長
の
請
求
を
無
視
し
て
認
め
て

な
か
っ
た
か
ら
、
裁
判
が
始
ま
っ

た
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
前

村
長
さ
ん
が
一
方
的
に
提
訴
し
た

か
ら
裁
判
が
始
ま
っ
た
と
い
う
、

徳
田
村
長
の
答
弁
は
間
違
っ
て
い

る
。
ウ
ソ
の
答
弁
で
す
。
間
違
っ

た
答
弁
を
さ
れ
る
か
ら
、
12
月
の

13
日
の
村
民
の
方
の
要
望
書
の
中

に
、
矢
上
さ
ん
の
給
与
の
支
払
い

の
件
で
前
村
長
自
ら
の
在
任
中
の

不
払
い
で
す
。
村
は
議
会
の
反
対

に
よ
り
、
控
訴
不
能
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
の
経
緯
を
間
違

い
な
く
伝
え
て
い
た
ら
、
村
民
の

方
は
分
か
る
は
ず
。
裁
判
で
確
定

し
て
、
正
当
に
支
払
い
を
受
け
て

全
て
済
ん
だ
話
な
の
で
す
。
政
治

的
な
チ
ラ
シ
に
載
せ
、
わ
ざ
わ
ざ

署
名
を
取
っ
て
歩
く
こ
と
、
こ
れ

こ
そ
矢
上
村
長
に
対
し
て
の
名
誉

を
傷
つ
け
る
目
的
の
政
争
の
具
と

し
か
思
え
ま
せ
ん
。
総
務
課
長
、

事
前
に
応
接
室
で
話
を
し
て
、
未

払
い
の
確
認
を
し
た
の
は
事
実
で

す
ね
。

　

総
務
課
長
＝
話
を
聞
い
た
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

吉
松
議
員
＝
裁
判
を
村
長
自
ら

応
訴
を
す
る
と
決
め
ら
れ
、
議
会

に
は
相
談
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
勝
手
に
弁
護
士
さ
ん
と
契
約

を
し
て
、
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
自

ら
負
け
る
よ
う
な
裁
判
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
裁
判
費
用
、
延
滞
金

と
、
何
百
万
円
も
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
事
実
で
す
。
村
長

た
る
も
の
も
の
は
村
民
の
血
税

を
、
不
利
益
が
出
る
と
分
か
っ
て

い
て
使
う
こ
と
で
は
な
い
と
、
私

は
考
え
ま
す
。
村
長
の
個
人
的
感

情
で
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
何
度
計
上
さ
れ
て
も
、
違

法
行
為
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
村
長
当
局
の
正
常
化
を

求
め
、
相
良
村
を
運
営
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
質
問
を
終
わ
り
ま

す
。
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議
会
だ
よ
り
も
二
年
を
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
活
動

も
皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
色
ん
な
面
で
議
員
と
し
て
の

勤
め
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
臨
時
号
は
二
回
発

行
し
ま
し
て
、
一
月
は
議
員
自
ら

村
内
一
軒
一
軒
を
手
配
り
し
ま
し

た
。
村
民
の
皆
様
か
ら
「
議
会
だ

よ
り
」
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る

と
の
声
を
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、

決
ま
り
と
し
て
定
例
議
会
ご
と
に

発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
伺
い
し
な
が
ら
ご
期
待
に
そ
え

る
様
に
致
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
（
茂
吉　

隆
典
）

　
【
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会
】

委
員
長　

吉
松　

美
代　

副
委
員
長　

茂
吉　

隆
典　

委　
　

員　

中
村　

重
道　

高
岡　

重
盛　

横
山　

良
継　

小
善　

満
子　

　3月定例会が 3月 10日㈭から18日㈮までの予定で開会します。皆様の傍聴を
お待ちしています。
　また、相良村議会では、インターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、
議会ライブ中継を実施しておりますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
　詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５−
１０３８）

相良村ホームページ http://www.vill.sagara.lg.jp/index.php からお入り下さい。

　相良村ホーム＞相良村議会＞相良村議会　議会中継システム

議会だよりでは、随時、村内施設を紹介したいと思っております。取材でおじゃまする際は、ご協力とご理解をよろしくお願いいたします。

全日本幼児教育連盟主催
全国幼稚園・保育園　幼児音体フェスティバル 2010

地域の農家よりイチゴ狩り御招待

村内施設
紹介

新しくできたランチルームでの食事 祖父母と楽しいゲームのひととき（敬老会） 永江老人会とのもちつき交流会

〜なつめ保育園〜


